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第 3６号、他頁の紹介 

2頁： 

３頁： 

4頁：“ツバメのお宿” 

 

しのはら歴史便り 
篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.３６  

「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
た
機
会
に
、
浜
風
会
は
新
し

い
試
み
、
新
し
い
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
ら

か
を
紹
介
し
ま
す
。 

篠
原
東
の
宝
物
を
探
そ
う
と
「
神
明
会
館
」
で
例
会 

十
月
十
七
日
の
例
会
は
、
い
つ
も
の
篠
原
協
働
セ
ン

タ
ー
か
ら
外
へ
出
て
、
神
明
宮
の
中
に
今
年
完
成

し
た
「
神
明
会
館
」
で
開
催
し
た
。 

神
明
宮
の
詳
細
の
説
明
を
受
け
た
後
、
境
内
に

出
て
南
か
ら
真
直
ぐ
伸
び
る
参
道
を
北
へ
、
幟
立
、

鳥
居
、
灯
籠
、
そ
し
て
拝
殿
、
本
殿
ま
で
見
所
に

つ
い
て
、
話
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
た
。
何
度
も

来
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
時
代
を
表
し
た
灯
篭
が

全
部
で
五
対
、
十
基
も
あ
る
こ
と
に
初
め
て
気
付

い
た
。
昭
和
七
年
に
建
立
さ
れ
た
社
殿
は
、
典
型

的
な
神
明
造
り
で
立
派
で
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
こ
の
東
に
あ
る
萬
松

院
と
旧
東
海
道
に
あ
る
立
場
本
陣

へ
と
見
て
回
っ
た
。
こ
う
し
て
地

元
で
開
催
す
る
と
、
じ
っ
く
り
見

る
こ
と
が
出
来
、
新
会
員
だ
け
で

な
く
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。 

既
に
七
月
四
日
に
は
「
坪
井
ふ

れ
あ
い
会
館
」
で
実
施
済
み
。
今

後
他
地
域
へ
も
出
掛
け
る
予
定
。 

外
部
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
を
一
歩
進
め
る 

① 

浜
松
日
体
高
校
か
ら
取
材 

同
校
放
送
部
か
ら
、
電
話
で
篠
原
に
「
鈴
木
姓
」
が

多
い
の
は
ど
う
し
て
か
？
の
質
問
が
あ
り
、
説
明
し
て

あ
げ
る
機
会
を
持
っ
た
。 

八
月
九
日
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
、
マ
イ
ク
を
持
っ
て

の
取
材
に
緊
張
し
た
が
、
浜
風
会
が
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
テ
ー
マ
だ
け
に
、
蓄
積
し
た
資
料
を
使
っ
て
説
明

し
た
。
若
い
人
達
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と
と
、

皆
さ
ん
満
足
さ
れ
た
様
子
で
嬉
し
か
っ
た
。 

② 

五
島
歴
史
ク
ラ
ブ
と
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム 

九
月
十
九
日
、
山
下
孝
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
お
願
い
し
、
五
島
歴
史
ク
ラ
ブ
の
山
田
克
彦
会
長
、

内
山
宏
之
副
会
長
と
馬
淵
豊
先
生
を
お
迎
え
し
、
こ
の

地
区
で
大
事
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
英
国
帆
船
「
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ペ
イ
ト
ン
号
」
の
遭
難
（
明
治
八
年
）
に
対
す

る
救
出
活
動
に
つ
い
て
、
生
々
し
く
お
話
し
さ
れ
た
。 

 

・
15
人
全
員
を
救
出
し
た
住
民
の
勇
気
、
集
中
力 

 

・
住
民
、
浜
松
県
、
通
訳
の
連
携
の
見
事
さ 

 

・
あ
の
混
乱
の
時
代
に
報
徳
の
精
神
を
発
揮 

 

・
し
っ
か
り
残
し
て
い
る
古
文
書 

等 

に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。 

浜
風
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設 

浜
風
会
で
は
30
年
間
の
蓄
積
を
広
く
皆
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
程
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。 

U
R

L

はh
a
m

a
k
a
z
e
k
a
i.c

o
m

/ 

 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
他
、
し
の
は
ら
歴
史
便
り
、 

浜
風
会
活
動
計
画
、
浜
風
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
分
け
て
、

浜
風
会
の
全
て
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

一
度
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。 

ご
批
判
等
、
ご
意

見
い
た
だ
く
と
あ

り
が
た
い
で
す
。 

（
山
下
勝
彦
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

浜名湖の鰻 

神明会館の前で神明宮見学の会員 

浜松日体高校生徒と記念写真 

五島歴史クラブとのシンポジュームの様子 
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① 権次郎―②五郎兵衛――③二代目五郎兵衛・源次郎－⑤服部倉次郎 

④三代目五郎兵衛・徳次郎 

浜
名
湖
ウ
ナ
ギ
の
発
祥
に
つ
い
て 

浜
松
と
言
え
ば
「
ウ
ナ
ギ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
く
ら

い
、
全
国
的
に
有
名
な
浜
名
湖
の
鰻
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
経
過
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
調
査
し
た
。 

一
．
す
っ
ぽ
ん
と
ウ
ナ
ギ
の
元
祖 

す
っ
ぽ
ん
と
ウ
ナ
ギ
養
殖
の
元
祖
で
あ
る
「
㈱
服
部

中
村
養よ

う

鼈べ
つ

場
」
は
、
江
戸
時
代
文
政
・
天
保
年
間 

(1
8

3
0

年
頃)

の
江
戸
深
川
の
川
魚
商
、
服
部
権
次
郎

ま
で
遡
る
。
権
次
郎
は
深
川
千
田
新
田
に
て
、
隅
田
川

（
当
時
は
荒
川
）
等
で
採
れ
る
白
魚
や
鯉
・
う
な
ぎ
を

長
州
毛
利
家
に
納
め
る
こ
と
を
主
な
生
業
と
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
権
次
郎
の
息
子
、
五
郎
兵
衛
が
鮒
屋
五

郎
兵
衛
（
屋
号 

鮒
五
）
と
称
し
、
明
治
維
新
後
は
、

日
本
橋
魚
河
岸
に
店
を
構
え
川
魚
商
を
継
続
す
る
。 

す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
は
、
慶
応
２
年
（1

8
6

6

）
砂
村

（
現
在
の
江
東
区
南
砂
周
辺
の
長
州
毛
利
藩
邸
内
）
の

鴨
場
で
捕
獲
さ
れ
た
一
頭
の
す
っ
ぽ
ん
（
重
さ
約
1.9

kg
）
を
三
代
目
鮒
屋
五
郎
兵
衛
・
徳
次
郎
が
買
い
取

り
、
飼
育
を
試
み
た
こ
と
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
代
目
鮒
屋
五
郎

兵
衛
・
徳
次
郎
よ
り
事

業
を
引
き
継
い
だ
当

社
の
創
始
者
、
服
部
倉

次
郎 

（1
8

5
3

-
1

9
2

0

）

は
、
商
売
柄
ウ
ナ
ギ
、
金
魚
、
す
っ
ぽ
ん
、
鯉
、
鮒
等

の
川
魚
の
生
態
に
明
る
く
、
川
魚
商
と
並
行
し
て
そ
れ

ら
の
飼
育
研
究
を
進
め
て
い
た
。
特
に
す
っ
ぽ
ん
の
飼

育
研
究
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
よ

う
だ
。
そ
し
て
倉
次
郎
は
す
っ
ぽ
ん
の
飼
育
研
究
に
次

い
で
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
に
も
着
手
す
る
。 

二
．
す
っ
ぽ
ん
、
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
事
業
の
夜
明
け 

 

当
時
商
用
で
関
西
方
面
に
出
向
く
こ
と

の
多
か
っ
た
倉
次
郎
は
、
そ
の
途
中
浜
名

湖
周
辺
が
深
川
に
似
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
、
浜
名
湖
で
の
す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
村
田
保
氏
の
紹
介
で
、

愛
知
県
立
水
産
試
験
場
に
中
村
正
輔
（
雄

踏
町
の
旧
家
中
村
家
の
三
〇
代
当
主
）
を

訪
ね
た
。
そ
の
後
、
共
同
で
す
っ
ぽ
ん
養

殖
事
業
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
中
村
も
こ

れ
に
賛
同
し
た
。 

 
明
治
32
年
（1

8
9

9

）
地
元
有
力
者
で

あ
る
中
村
正
輔
の
尽
力
に
よ
り
、
浜
名
郡

舞
阪
町
吹
上
（
現
在
の
浜
松
市
西
区
舞
阪

町
）
に
あ
る
土
地
を
購
入
し
、
翌
明
治
33

年
（1

9
0

0

）
に
６.６

ha
の
養
殖
地
を
造
成

し
、
す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
を
開
始
し
た
。 

 

し
か
し
当
時
の
す
っ
ぽ
ん
の
市
場
規
模

は
非
常
に
小
さ
く
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
村

の
水
産
試
験
場
で
の
研
究
結
果
を
応
用
し
、
大
量
の
う

な
ぎ
を
す
っ
ぽ
ん
と
並
行
し
て
養
殖
す
る
こ
と
で
、
事

業
の
安
定
と
拡
大
に
成
功
し
た
。 

 

服
部
倉
次
郎
と
中
村
正
輔
に
よ
る
事
業
の
成
功
が
、

我
が
国
に
お
け
る
す
っ
ぽ
ん
と
ウ
ナ
ギ
の
本
格
的
養

殖
の
幕
開
け
と
な
っ
た
と
言
え
る
。 

 

こ
う
し
て
ウ
ナ
ギ
と
す
っ
ぽ
ん
の
特
産
地
と
し
て

の
浜
名
湖
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

三
．
浜
名
湖
は
鰻
等
の
養
殖
に
適
地
で
あ
っ
た 

① 

浜
名
湖
周
辺
の
気
候
が
温
暖
で
あ
る
こ
と
。 

② 

養
殖
池
造
成
に
可
能
な
遊
休
地
が
あ
っ
た
。 

③ 

当
時
、
浜
名
湖
で
ウ
ナ
ギ
の
養
魚
（
ク
ロ
コ
） 

が
豊
富
に
採
れ
た
こ
と
。 

④ 

当
時
、
愛
知
県
三
河
地
区
よ
り
、
ウ
ナ
ギ
の
餌
と

し
て
蚕
の
さ
な
ぎ
が
大
量
に
入
手
出
来
た
こ
と
。 

⑤ 

浜
名
湖
が
大
消
費
地
（
東
京
・
大
阪
）
の
中
間
地

点
に
あ
り
、
経
済
的
利
便
性
が
高
か
っ
た
こ
と
。 

四
．
株
式
会
社 

服
部
中
村
養
鼈
場
の
そ
の
後 

そ
の
後
も
、
浜
名
湖
で
の
養
殖
事
業
の
拡
大
を
図
り
、

大
正
13
年
（1

9
2

4

）
現
在
地
に
株
式
会
社
服
部
中

村
養
鼈
場
を
設
立
し
、
事
業
継
続
し
た
。
お
そ
ら
く
設

立
当
時
ウ
ナ
ギ
も
並
行
し
生
産
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
社
名
は
す
っ
ぽ
ん
と
し
た
。 

昭
和
43
年
（1

9
6

8

）
に
ス
ッ
ポ
ン
の
養
殖
に
専

業
化
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

以
上
「
す
っ
ぽ
ん
服
部
の
歴
史
」 

㈱
服
部
中
村
養
鼈
場
の
HP
よ
り
引
用 

服部倉次郎 
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ウ
ナ
ギ
産
業
の
変
革
の
歴
史 

一
口
に
ウ
ナ
ギ
養
殖
と
言
っ
て
も
、
産
業
的
に
は
幾

多
の
改
革
が
行
わ
れ
て
来
た
。 

一
．
ク
ロ
コ
ウ
ナ
ギ
か
ら
の
養
殖 

養
殖
の
始
ま
る
前
は
、
ウ
ナ
ギ
の
成
魚
（
成
鰻
）
が

商
品
と
し
て
扱
わ
れ
、
幼
魚
（
ク
ロ
コ
ウ
ナ
ギ
／
体
長

1
5

c
m

前
後
）
は
商
品
価
値
が
な
い
も
の
と
し
て
捨

て
ら
れ
た
り
、
川
に
戻
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。 

そ
ん
な
中
、
服
部
倉
次
郎
は
幼
魚
に
餌
を
与
え
て
成

長
さ
せ
よ
う
と
明
治
12
年
（1

8
7

9

）
に
東
京
で
、

ウ
ナ
ギ
の
飼
育
研
究
を
開
始
し
、
数
年
後
に
幼
魚
か
ら

成
魚
に
飼
育
す
る
こ
と
に
成
功
、
日
本
で
初
め
て
ウ
ナ

ギ
の
養
殖
の
事
業
化
に
成
功
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
養
殖
事
業
を
浜
名
湖
で
本
格
的
に
開
始
し
た

こ
と
は
前
述
の
と
お
り
。 

二
．
政
府
に
よ
る
養
鰻
時
代
到
来
の
誘
導 

明
治
43
年
漁
業
法
が
制
定
さ
れ
、
公
有
水
面
の
使

用
が
可
能
に
な
り
、
更
に
大
正
10
年
に
は
公
有
水
面

埋
立
法
が
公
布
さ
れ
、
財
界
の
援
助
も
あ
っ
て
、
大
正
、

昭
和
に
か
け
て
浜
名
湖
周
辺
に
養
殖
池
が
次
々
と
作

ら
れ
、
昭
和
初
期
に
は
五
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
数
え
、

養
鰻
時
代
を
迎
え
た
と
言
え
る
。
更
に
静
岡
県
内
は
も

と
よ
り
、
愛
知
県
、
三
重
県
と
養
殖
場
は
増
え
続
け
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
幼
魚
が
極
端
に
不
足
し
て
き
た
。 

三
．
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
か
ら
の
養
殖 

こ
の
頃
か
ら
稚
魚
か
ら
の
成
育
を
試
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
戦
争
中
、
統
制
の
対
象
と
な
り

全
面
的
に
生
産
中
止
に
な
っ
た
が
、
終
戦
後
、
冬
場
に

海
か
ら
川
に
遡
行
す
る
稚
魚
（
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
）
を
河

口
で
採
取
し
て
、
餌
付
け
す
る
と
い
う
現
在
の
養
殖
方

法
が
、
村
松
啓
次
郎
ら
の
手
で
実
用
化
が
確
立
し
た
こ

と
に
よ
り
、
業
界
は
急
速
に
復
興
し
て
い
っ
た
。
と
同

時
に
養
殖
は
九
州
地
域
等
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。 

四
．
餌
も
変
革 

時
代
を
経
る
に
従
い
、
餌
も
大
き
く
変
化
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
蚕
の
さ
な
ぎ
か
ら
ホ
ッ
ケ
、
カ
レ
イ
、
イ
ワ

シ
等
の
鮮
魚
へ
と
変
化
し
た
が
、
魚
の
漁
獲
量
が
減
り
、

生
餌
を
与
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
、主
流
は
魚
粉

に
澱
粉
と
ビ
タ
ミ
ン
等
の
薬
品
を
加
え
た
配
合
飼
料

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。 

五
．
露
地
養
殖
か
ら
加
温
式
養
殖
へ 

昭
和
40
年
代
に
入
る
と
、

加
温
式
養
殖
へ
の
転
換
が
行

わ
れ
た
。
ウ
ナ
ギ
は
温
か
い

場
所
に
い
る
と
早
く
育
つ
。

こ
の
性
質
を
利
用
し
よ
う
と
、

池
全
体
に
ビ
ニ
ー
ル
を
被
せ

て
温
室
状
態
に
し
、
ボ
イ
ラ

ー
で
水
温
を
上
昇
さ
せ
る
方

法
が
と
ら
れ
た
。 

通
常
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
冬

場
に
餌
を
食
べ
な
い
た
め
、

露
地
養
殖
で
出
荷
ま
で
に
は
１
年
半
か
ら
３
年
の
期

間
が
必
要
だ
っ
た
が
、
ハ
ウ
ス
養
殖
で
１
年
中
餌
を
与

え
れ
ば
、
半
年
か
ら
１
年
半
程
で
成
鰻
に
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
養
成
期
間
の
短
縮
で
、
病
気
な
ど
の
リ

ス
ク
も
減
り
生
産
効
率
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。 

浜
名
湖
の
鰻
を
守
る
「
浜
名
湖
養
魚
漁
業
組
合
」 

設
立
は
昭
和
２４
年
、
組
合
の
会
員
数
は
昭
和
４５
年

頃
の
最
盛
期
は
４５０
位
で
あ
っ
た
。
現
在
の
会
員
数
は

約
３０
と
大
幅
に
減
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
浜

名
湖
ウ
ナ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
必
死
に
守
っ
て
い
る
。 

・
「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
で
履
歴
管
理
の
徹
底 

安
心
・
安
全
で
美
味
し
い
ウ
ナ
ギ
を
提
供
す
る
た
め

に
、
ロ
ッ
ト
番
号
を
表
示
し
て
い
る
。
そ
の
ウ
ナ
ギ
は

誰
が
ど
の
よ
う
に
育
て
た
か
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
池
入

れ
か
ら
餌
は
何
を
い
つ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
加
工
、

製
造
さ
れ
た
か
等
の
履
歴
が
、
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、「
浜
名
湖
ウ
ナ
ギ
」
を

求
め
る
お
客
様
に
応
え
て
い
る
。 

・
「
浜
名
湖
発
親
う
な
ぎ
放
流
事
業
」 

現
在
最
大
の
課
題
は
シ
ラ
ス
鰻
の
安
定

供
給
で
、
国
を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
る
。 

 

同
組
合
で
は
ウ
ナ
ギ
資
源
を
守
る
た
め

に
、「
親
う
な
ぎ
放
流
連
絡
会
」
の
一
員
と

し
て
、
毎
年
親
ウ
ナ
ギ
を
今
切
れ
沖
に
放

流
し
て
い
る
。
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
と
な
っ
て

遡
上
す
る
こ
と
を
願
っ
て
。
（
山
下
勝
彦
） 

馬郡町 堀内和之さんの池を取材 
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馬
郡
町
に
あ
っ
た
「
ツ
バ
メ
の
宿
」
が
令
和
元
年
七

月
に
解
体
さ
れ
、
無
く
な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
前
か

ら
既
に
ツ
バ
メ
は
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
現

地
に
は
今
、
何
も
遺
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ツ
バ
メ
が
馬
郡

町
に
越
冬
し
て
い
た
事
を
後
世
に
継
承
し
よ
う
と
、
こ

こ
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

「
ツ
バ
メ
の
宿
」
の
盛
衰 

「
ツ
バ
メ
の
宿
」
は
JR
東
海
道
本
線
舞
阪
駅

の
北
東
約
４００
ｍ
（
左
図
）
の
位
置
に
あ
り
、
元

は
養
鰻
場
の
管
理
人
、
当
時
は
河
合
八
重
吉
さ

ん
、
順
次
さ
ん
の
住
居
で
し
た
。
（
下
の
写
真
） 

 

昭
和
の
初
め
頃
か
ら
毎
年
１１
月
に
な
る
と
、

つ
ば
め
が
飛
来
し
、
夜
に
な
る
と
建
物
の
中
に

入
り
越
冬
し
始
め
ま
し
た
。
河
合
さ
ん
は
建
物

の
天
井
に
宿
り
木
代
わ
り
に
数
十
本
の
電
線
を

張
り
、
床
に
は
練
炭
や
火
鉢
を
置
き
、
土
間
を

温
め
保
護
し
ま
し
た
。 

 

宿
を
利
用
す
る
ツ
バ
メ
は
、
年
々
増
え
昭
和

３８
年
（
豪
雪
の
年
）
に
は
９８０
羽
の
大
群
が
押

し
寄
せ
、
満
席
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
新
春
の
心
温
ま
る
風
物
詩
と
し
て
全
国
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ツ
バ
メ
は
朝
雨
戸
を
開
け
る
と
餌
を
求
め
、
遠
く
は

天
竜
市
辺
り
ま
で
飛
び
、
日
暮
れ
に
な
る
と
宿
に
戻
り
、

電
線
に
と
ま
り
休
み
ま
す
。
繁
殖

活
動
は
行
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
唯

一
大
量
の
ツ
バ
メ
が
越
冬
す
る
馬郡

の
「
ツ
バ
メ
の
宿
」

は
、
学
術
的
に
み
て
も

世
界
的
に
珍
し
い
こ

と
で
し
た
。
昭
和
２５
年

か
ら
静
岡
県
林
務
部
が
調
査
を
行
い
、
昭

和
３７
年
に
報
告
書
を
出
し
、
法
律
で
保

護
し
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
見
解
を
出
し
ま
し
た
が
、

昭
和
５０
年
代
に
入
る
と
宿
の
利
用
が
急

減
し
、
昭
和
５８
年
頃
に
は
皆
無
と
な
り

ま
し
た
。
原
因
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
自
然
環
境

の
変
化
、
餌
の
不
足
等
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

越
冬
ツ
バ
メ
の
こ
と 

 

夏
の
ツ
バ
メ
は
、
四
月
頃
日
本
に
渡
っ
て
き
て
雛
を

育
て
十
月
頃
、
南
の
国
に
戻
り
ま
す
。 

 

当
初
「
越
冬
ツ
バ
メ
」
は
夏
に
繁
殖
し
た

ツ
バ
メ
の
一
部
が
南
の
国
に
還
ら
ず
、
残
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
静
岡
県
が
「
越
冬
ツ
バ
メ
」
に
足
環

を
付
け
観
察
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
「
越
冬
ツ

バ
メ
」
は
シ
ベ
リ
ア
地
方
な
ど
で
繁
殖
し
、

１１
月
頃
日
本
に
来
て
暖
か
く
な
っ
た
４
月

頃
退
去
し
て
い
く
別
の
種
の
ツ
バ
メ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
夏
の
ツ
バ
メ
は

お
腹
が
白
く
、「
越
冬
ツ
バ
メ
」
は
お
腹
が

赤
く
見
え
、
や
や
小
さ
め
で
す
。 

 

な
ぜ
シ
ベ
リ
ア
地
方
等
か
ら
浜
名
湖
に
渡
っ
て
く

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
浜
名
湖
付
近
の
気
候
の
温
暖
さ

と
、
手
ご
ろ
の
餌
ユ
ス
リ

カ
と
い
う
小
さ
な
昆
虫
が
、

空
中
を
舞
っ
て
存
在
し
て

い
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
現
在
は
、

そ
の
小
さ
な
昆
虫
が
い
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
（
藤
田
博
辞
） 

昭和 30年頃のツバメの宿 

ツバメの宿の位置 

舞阪駅 

馬郡グランド 


